
明
治
時
代
以
来
、
杉
澤
で
は
石
器
が
出

土
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
大

正
一
三
年
（
一
九
二
四
）
に
郷
土
史
家
・

中
川

な
か
が
わ

泉せ
ん

三ぞ
う

が
御
物

ぎ
ょ
ぶ
つ

石
器

せ

っ

き

と
磨ま

製せ
い

石せ
き

斧ふ

を

『
考
古
學
雑
誌
』
に
紹
介
し
た
こ
と
で
本
格

的
な
調
査
が
始
ま
り
ま
し
た
。

杉
沢
遺
跡
の
調
査
は
昭
和
一
三
年
（
一

九
三
八
）
に
京
都
大
学
助
手
の
小
林

こ
ば
や
し

行ゆ
き

雄お

ら
に
よ
っ
て
「
こ
れ
ら
の
石
器
を
伴
出
す

る
土
器
の
性
質
を
確
か
め
る
」
こ
と
を
目

的
に
、
北
近
江
で
最
初
の
発
掘
調
査
が
勝か

ち

居い

神
社
付
近
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
調
査
の

結
果
、
二
組
の
縄
文
時
代
晩
期
後
半
（
約

二
五
〇
〇
年
前
）
の
埋
葬
方
法
で
あ
る

「
合あ

わ

せ
口ぐ

ち

甕か
め

棺か
ん

」
が
出
土
し
、『
通
論
考
古

学
』
や
『
日
本
考
古
学
辞
典
』
な
ど
に
紹

介
さ
れ
、
杉
沢
遺
跡
を
一
躍
有
名
な
も
の

に
し
ま
し
た
。
甕
棺
と
は
、
二
つ
の
深
い

甕
型
の
土
器
の
口
を
あ
わ
せ
て
、
な
か
に

子
ど
も
の
遺
体
を
収
め
た
棺
の
こ
と
で
す
。

昭
和
二
九
年
（
一
九
五
四
）
に
は
、
京
都

学
芸
大
学
（
現
京
都
教
育
大
学
）
に
よ
る

調
査
が
行
わ
れ
、
さ
ら
に
合
せ
口
甕
棺
一

組
が
出
土
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
三
四
年
経
過
し
た
昭
和
六
三

年
（
一
九
八
八
）
の
ほ
場
整
備
事
業
に
伴

う
調
査
で
は
、
縄
文
晩
期
前
半
の
良
好
な

土
器
群
が
出
土
し
て
い
ま
す
。
平
成
七
年

と
平
成
一
五
年
に
も
甕
棺
が
出
土
す
る
な

ど
、
こ
れ
ま
で
に
一
一
基
の
甕
棺
が
出
土

し
て
い
ま
す
。

杉
沢
遺
跡
の
個
々
の
発
掘
の
規
模
は
大

き
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
出
土
資
料
は

良
好
か
つ
特
徴
的
で
、
石
器
類
で
は
、
石せ

き

鏃ぞ
く

や
石
皿
な
ど
の
一
般
的
な
生
活
用
具
の

ほ
か
に
、
多
頭

た

と

う

石せ
き

斧ふ

や
大
小
の
石
棒
、
石せ

っ

剣け
ん

、
玉
、
県
内
唯
一
の
御
物

ぎ
ょ
ぶ
つ

石
器

せ

っ

き

な
ど
の

儀
礼
的
性
格
の
強
い
石
製
品
な
ど
多
種
多

様
な
石
器
が
出
土
し
て
い
ま
す
。
土
器
は
、

中
期
末
（
約
四
〇
〇
〇
年
前
）
の
土
器
の

ほ
か
、
中
部
山
岳
地
域
か
ら
持
ち
込
ま
れ

た
も
の
や
、
晩
期
の
土
器
は
東
海
地
方
の

影
響
を
受
け
た
土
器
も
出
土
し
て
い
ま
す
。

平
成
二
三
・
二
四
年
度
、
地
元
区
や
地

権
者
の
方
の
ご
協
力
を
得
て
、
市
教
育
委

員
会
と
立
命
館
大
学
が
杉
沢
遺
跡
で
学
術

的
な
発
掘
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
杉
澤
で
は
、

こ
れ
ま
で
一
一
組
の
甕
棺
墓
や
石
器
が
見

つ
か
っ
て
い
ま
す
が
、
住
居
な
ど
、
墓
以

外
の
縄
文
時
代
の
生
活
の
痕
跡
は
よ
く
わ

か
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
回
の
調
査

で
は
、
と
く
に
縄
文
時
代
の
住
居
の
発
見

に
重
点
が
置
か
れ
ま
し
た
。
住
居
が
明
ら

か
に
な
れ
ば
、
杉
沢
遺
跡
の
全
体
像
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
、
遺
跡
へ
の
理

解
と
愛
着
が
一
層
深
ま
り
ま
す
。
墓
に
住

居
が
隣
接
す
る
か
ど
う
か
と
い
う
、
晩
期

集
落
構
造
の
議
論
に
も
貢
献
で
き
ま
す
。

し
か
し
、
平
成
二
三
年
度
は
、
住
居
の

検
出
に
は
い
た
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
木

の
実
な
ど
を
た
く
わ
え
た
貯
蔵

ち
ょ
ぞ
う

穴け
つ

一
基
、

土
器
を
利
用
し
た
墓
一
基
、
柱
穴
状
の
小

さ
な
穴
二
基
な
ど
の
晩
期
の
遺
構
を
確
認

し
、
調
査
区
ま
た
は
そ
の
近
く
に
住
居
が

あ
る
可
能
性
が
高
ま
り
ま
し
た
。

調
査
期
間
中
、
八
月
一
四
日
の
杉
澤
区

夏
祭
り
に
は
、
学
生
た
ち
が
準
備
、
運
営

の
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
画
し
、
遺
跡
発
掘

が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
教
育
委
員
会
主
催

の
発
掘
体
験
や
、
地
元
春す

い

照
じ
ょ
う

小
学
校
五
・

六
年
生
の
見
学
会
で
は
、
学
生
た
ち
が
先

生
役
を
し
、
子
ど
も
た
ち
は
地
域
に
眠
る

大
昔
の
歴
史
に
興
味
し
ん
し
ん
で
、
休
み

の
日
な
ど
に
拾
っ
て
き
た
石
を
持
っ
て
発

掘
現
場
を
訪
ね
る
子
ど
も
た
ち
も
い
ま
し

た
。
夏
休
み
の
短
い
期
間
で
は
あ
り
ま
し

た
が
、
学
生
た
ち
の
声
が
地
域
に
響
き
、

華
や
か
な
雰
囲
気
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

調
査
結
果
の
詳
細
は
次
号
で
紹
介
し
ま
す
。

（
歴
史
文
化
財
保
護
課
）

杉
沢
遺
跡
の
発
掘
・
そ
の
①

―
地
域
と
大
学
と
行
政
の
連
携
―

米
原
市
の
歴
史
・
文
化
財
を
歩
く
98

北
近
江
で
最
初
の
発
掘

地
域
と
歩
む
文
化
財
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